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◦音更町コロナ専用ダイヤル　☎０５７０－０８０－３９６
※ 平日の午前８時4５分～午後５時3０分（火曜日のみ午後７時まで）。ナビダイヤルで、通常の通話料金

が発生します。
◦北海道新型コロナワクチン接種相談センター　☎０１２０－３０６－１５４
※午前９時～午後５時3０分。土・日曜日、祝日も受け付け可能です。
◦厚生労働省コロナワクチンコールセンター　☎０１２０－７６１－７７０
※午前９時～午後９時。土・日曜日、祝日も受け付け可能です。フリーダイヤルで、通話料金は発生しません。
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　当日の体調不良などによるキャンセルは音更町コロナ専用ダイヤル（☎０５７０－０８０－3９6）で受け付
けます。
※午前８時～午後6時3０分。土・日曜日も受け付け可能です。
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　国は、追加接種や小児（５～１１歳）接種を含めた新型
コロナワクチンに関するよくある質問を、Ｑ＆Ａ方式で
まとめて皆さんにお知らせしています。
　新型コロナワクチンの仕組み、感染症予防効果や副反
応のリスクなど、ワクチンに対する正しい情報を知った
うえで、ワクチン接種を受けるかどうかの判断をお願い
します。

▲ファイザー社▲首相官邸 ▲厚生労働省 ▲北海道 ▲音更町 ▲武田 /モデルナ社
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　オミクロン株の影響を受け、新型コロナウイルスの感染は全国的に拡大しています。
　十勝管内においては、新規感染者数が１００人を超える日が続き、病院や学校での集団感染や家庭内感染が
発生・拡大しています。
　皆さんには、感染拡大防止に向けて、ワクチン接種とともに、基本的な感染対策にも引き続き取り組ん
でいただくようお願いします。
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①マスク着用
　不織布が効果的

③石けんでの手洗いや
　アルコール消毒

②３密（密集・密閉・密接）の回避
　こまめな換気や人との距離を保つ

厚生労働省
新型コロナワクチンＱ＆Ａ

https://www.cov19-vacci
ne.mhlw.go.jp/qa/

新型コロナウイルス感染症関連情報新型コロナウイルス感染症関連情報
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厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
左
記
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら

も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
）
に
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
検
討
し
て

い
る
人
と
そ
の
保
護
者
向
け
の
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
必
ず
確
認
し
、
効
果
と
リ
ス

ク
を
十
分
理
解
し

た
上
で
接
種
を
受

け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
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ン
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て

▽
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
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公
費
で
受
け
ら
れ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
は
、
子
宮
頸
が
ん
を
引

き
起
こ
す
原
因
の
6０
～
７０
％
を

占
め
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
１6
型
と
１８
型
の

感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

感
染
予
防
効
果
を
示
す
抗
体
は

少
な
く
と
も
１2
年
維
持
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
研
究
で

分
か
っ
て
い
ま
す
。

▽
ワ
ク
チ
ン
の
リ
ス
ク

　 

副
反
応
と
し
て
、
多
く
の
人
に

接
種
部
位
の
痛
み
、
腫
れ
、
赤

み
な
ど
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
れ
に
重
い
症
状
（
重

い
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
、
神
経
系

症
状
）
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
接
種
に
つ
い
て
接
種
医

と
よ
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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ワ
ク
チ
ン
の
種
類
と
接
種
回
数
、

標
準
的
な
接
種
間
隔
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ワ
ク
チ
ン
に
は
サ
ー
バ
リ
ッ
ク

ス（
２
価
）と
ガ
ー
ダ
シ
ル（
４

価
）
の
２
種
類
が
あ
り
、
同
一

ワ
ク
チ
ン
を
３
回
接
種
し
ま
す

（
接
種
途
中
か
ら
別
の
ワ
ク
チ

ン
に
切
り
替
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
）。
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サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
（
２
価
）
…

Ｈ
Ｐ
Ｖ
１6
型
と
１８
型
の
感
染
を

防
ぎ
ま
す
。

◦ 
接
種
間
隔
…
１
回
目
か
ら
１
カ

月
後
に
２
回
目
、
１
回
目
か
ら

６
カ
月
以
上
空
け
て
３
回
目
を

接
種

② 

ガ
ー
ダ
シ
ル
（
４
価
）
…
Ｈ
Ｐ

Ｖ
１6
型
と
１８
型
の
感
染
を
防
ぐ

ほ
か
、尖せ
ん
け
い圭

コ
ン
ジ
ロ
ー
マ（
イ

ボ
）
の
原
因
と
な
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
６

型
と
１１
型
に
対
す
る
予
防
効
果

も
含
ま
れ
ま
す
。
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接
種
間
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１
回
目
か
ら
２
カ
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後
に
２
回
目
、
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回
目
か
ら

６
カ
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以
上
空
け
て
３
回
目
を

接
種

◆ 

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
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予
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つ
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て
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定
期
接
種
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対
象
者　
接
種
当
日
に
町
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
年
度
内
に
１2

歳
～
１6
歳
（
小
学
校
６
年
生
～

高
校
１
年
生
相
当
）
に
な
る
女

子
（
令
和
４
年
度
は
、
平
成
１８

年
４
月
２
日
～
平
成
23
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
女
子
）

※ 

令
和
４
年
度
に
中
学
校
１
年

生
・
高
校
１
年
生
相
当
に
な
る

人
に
は
４
月
に
個
人
通
知
を
行

い
ま
す
。
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接
種
年
齢
を
過
ぎ
た
場
合
は
定

期
接
種
が
で
き
ま
せ
ん
。

②
キ
ャ
ッ
チ
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積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ

り
、
接
種
機
会
を
逃
し
た
人
に

定
期
接
種
を
行
い
ま
す
。
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象
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民
登
録
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あ
る
平
成
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年
４
月

２
日
～
平
成
１８
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
女
子
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対
象
期
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４
月
１
日
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和

７
年
３
月
3１
日
ま
で

※ 

詳
細
は
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国
の
通
知
が
あ
り
次

第
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ホ
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ム
ペ
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な
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せ
し
ま
す
。

▽�
実
施
機
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ム
ペ
ー
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の
「
予
防
接
種
」
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ご
覧
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だ
さ
い
。
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接
種
に
つ
い
て
は
医
療
機
関
に

直
接
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
持
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子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
予
診
票

（
個
人
通
知
に
同
封
）

◦
母
子
健
康
手
帳

◦ 

健
康
保
険
証
な
ど
住
所
、氏
名
、

生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
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定
期
接
種
は
、
保
護
者
同
伴
が

原
則
で
す
が
、
１3
歳
以
上
の
場

合
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
同
意
書
」
に
保
護
者
が

自
署
す
る
こ
と
で
、
対
象
者
の

み
で
の
接
種
も
可
能
で
す
。
し

か
し
、
急
な
体
調
変
化
を
来
た

す
恐
れ
も
あ
る
た
め
、
町
で
は

保
護
者
の
同
伴
を
お
す
す
め
し

て
い
ま
す
。
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宮
頸
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を
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ま
し
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う

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
子
宮
頸

が
ん
の
原
因
全
て
に
対
応
す
る
も

の
で
は
な
く
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

子
宮
頸
が
ん
発
症
を
完
全
に
防
ぐ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
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こ
の
た
め
、
2０
歳
以
降
は
、
定

期
的
に
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク
チ
ン

子
宮
頸
が
ん
予
防
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
積
極
的
勧
奨
を
再
開
し
ま
す

接
種
の
積
極
的
勧
奨
を
再
開
し
ま
す

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）
は
平
成
２５
年
６
月
に
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン

と
の
因
果
関
係
を
否
定
で
き
な
い
持
続
的
な
痛
み
な
ど
の
副
反
応
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
特
異
的
に
見
ら
れ
た

た
め
、定
期
接
種
を
積
極
的
に
勧
奨
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
勧
告
に
基
づ
き
、積
極
的
勧
奨
を
控
え
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
に
つ
い
て
特
段
の
懸
念
が
な
い
こ
と
や
、
接
種
に
よ
る
有
効
性
が
副

反
応
の
リ
ス
ク
を
明
ら
か
に
上
回
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
令
和
３
年
１１
月
２６
日
、
厚
生
労
働
省
か
ら
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に
つ
い
て
積
極
的
勧
奨
を
再
開
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

町
で
も
令
和
４
年
４
月
か
ら
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
対
象
者
に
対
し
、
積
極
的
勧
奨
を
再
開
し
ま
す
。
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▲厚生労働省
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　月から児童手当の制度が　月から児童手当の制度が
一部変更になります一部変更になります

６６
　６月分（１０月支払い分）から児童手当の制度が次のとおり変更になります。大切なお知らせですので
必ずご確認ください。制度内容など、不明な点があればお問い合わせください。

問合先　役場子ども福祉課子ども福祉係（内線５34・５3５）

　令和4年6月分（令和4年１０月支払分）から、児童を養育している人の所得が下記表の②以上の場合、児童
手当などは支給されません。
※ 児童手当などが支給されなくなった後に所得が②を下回った場合、改めて認定請求書の提出などが必要とな

りますのでご注意ください。
※ 児童を養育している人の所得が、下記表の①（所得制限限度額）未満の場合は児童手当を、所得が①以上②
（所得上限限度額）未満の場合は法律の附則に基づく特例給付（児童１人当たり月額一律５,０００円）を支給
します。

　町では、毎年6月に提出していただいていた現況届について、令和4年度から児童の養育状況が変わってい
なければ受給者の現況を公簿などにより確認することで不要とします。ただし、次に当てはまる人は、引き続
き現況届の提出が必要です。
①配偶者からの暴力などにより、住民票の住所地が音更町と異なる人
②支給要件児童（１８歳に達した日以降の最初の3月3１日までの児童）の住民票が音更町にない人
③離婚協議中で配偶者と別居している人
④法人である未成年後見人や施設などの受給者（里親）
⑤その他、音更町から提出の案内があった人

１　特例給付の支給に所得制限が設けられます

２　現況届の提出が不要になります

扶養親族などの数
（�）内は例

①所得制限限度額 ②所得上限限度額

所得額
（万円）

収入額の目安
（万円）

所得額
（万円）

収入額の目安
（万円）

０人
（前年末に児童が生まれていない場合など）

６２２ ８３３．３ ８５８ １，０７１

１人
（児童１人の場合など）

６６０ ８７５．６ ８９６ １，１２４

２人
（児童１人＋年収１０３万円以下の配偶者の場合など）

６９８ ９１７．８ ９３４ １，１６２

３人
（児童２人＋年収１０３万円以下の配偶者の場合など）

７３６ ９６０ ９７２ １，２００

４人
（児童３人＋年収１０３万円以下の配偶者の場合など）

７７４ １，００２ １，０１０ １，２３８

５人
（児童４人＋年収１０３万円以下の配偶者の場合など）

８１２ １，０４０ １，０４８ １，２７６

※ 「収入額の目安」は、給与収入のみで計算しています。あくまで目安であり、実際に給与所得控除や医療費
控除、雑損控除などを控除した後の所得額で所得制限を確認します。
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重層的支援体制整備事業を重層的支援体制整備事業を
始めます始めます
　社会福祉法の改正により令和３年４月に「重層的支援体制整備事業」が創設されました。
　町は昨年度、事業の実施について検討した結果、令和４年４月から取り組みを開始することになりました。

問合先　役場福祉課福祉係（内線５22）

♦重層的支援体制整備事業とは
  重層的支援体制整備事業は、市町村において、既存の相談支援や地域づくり支援の取り組みを生かし、子ども・障が
い・高齢・生活困窮といった分野別の支援体制では対応しきれないような地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズ
に対応する包括的な支援体制を構築するため、「属性を問わない相談支援」「社会参加支援」「地域づくりに向けた支援」
を一体的に実施するものです。

♦事業創設の背景
　重層的支援体制整備事業が創設された背景には、地域共生社会の実現があります。
　地域共生社会とは、制度や分野ごとの「縦割り」「支え手」「受け手」という垣根を越えて、地域住民や地域の多様
な主体が参画し、人と人、人と資源（さまざまな取り組みや制度、ボランティアなど）が、世代や分野にかかわらず
つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域を共につくっていく社会を指しています。
　重層的支援体制整備事業は、地域共生社会を実現するための新たな取り組みの一つです。

♦町での事業実施について
　町民が抱えるさまざまな「困りごと」の相談を包括的に受け止め、複雑化・複合化しているケースについては、新
たに配置する「包括化推進員」が担当し、困りごとの解決に向けて、関係機関と連携・協働して支援を行います。

さまざまな「困りごと」を抱える人・地域
（８０５０問題、ダブルケア、ひきこもり、ごみ屋敷、社会的孤立、相対的貧困など）

包括的な相談の受け止め
【介護】地域包括支援センター
【障がい】障がい者基幹相談支援センター
【子育て】子育て世代包括支援センターすくすく
【困窮】生活相談窓口
【その他】町関係課窓口

関係機関
◦音更町社会福祉協議会
◦民生児童委員
◦介護福祉サービス施設・事業所
◦障がい福祉サービス施設・事業所
◦教育保育施設・事業所
◦その他関係機関

包括化推進員
（福祉課などに配置）

◦複雑化、複合化ケースを担当
◦情報を集約、支援プランの作成
◦ケース会議開催、進行管理
◦社会参加の環境調整
◦定期訪問などの定着支援

複雑化・複合化
した課題

連携・協働支援

ケース会議
◦情報共有
◦役割分担
◦連携方法確認

相談
包括的・継続的な支援

【事業実施のイメージ】

地域づくりに向けた支援
いろいろな世代が参画し、つながる
ことのできる行事などの実施
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♦「縦割りの窓口」から「断らない窓口」へ
　これまでの相談窓口では、担当分野以外の内容は「別の担当課の窓口に相談してください」などと対応していまし
たが、今後は担当分野以外の内容も、まずは相談を受けて、関係する部署と一緒に対応を考えます。

♦「縦割りの支援」から「包括的な支援」へ
　これまでは、それぞれの担当課が、担当分野に関する支援を行ってきましたが、狭間のニーズにうまく対応できな
いことがありました。
　これからは、複合化・複雑化したケースについては、福祉課などに配置する包括化推進員が担当し、各分野の連携 ･
協働による包括的な支援を実施します。

♦「紹介だけ」から「伴走的支援」へ
　これまでは、社会参加が必要な人にいろいろな施設や事業を紹介していましたが、これからは紹介に加えて包括化
推進員が中心となり、必要に応じて、本人と受入先の環境調整や、定期訪問などのフォローアップを実施します。

項目 これまで 事業実施後

相談窓口
【縦割りの窓口】
　担当分野以外は「その部分は担当窓口に相談して
みてください」

【断らない窓口へ】
　担当分野以外の内容も「まずはお聞きして、関係
する部署と一緒に考えます」
※�既存の体制を維持しつつ、包括的に相談を受け付
ける。

支援の実施

【それぞれの支援】
　それぞれの分野の担当課が、それぞれ必要な情報
を収集し、それぞれ支援を実施

【包括的な支援へ】
　福祉課などに配置された包括化推進員が複合化・
複雑化ケースを担当して情報を集約。支援プランを
作成し、関係機関によるケース会議を開催して役割
分担や連携方法を決め、各分野の連携 ･協働による
包括的な支援を実施する。

居場所づくり・
社会参加

【紹介はするけれど】
　自分で参加、周りとうまく話せなくて、継続的に
は参加できない場合も。

【伴走的支援へ】
　包括化推進員が中心となり支援。本人と受入先の
環境調整を行うほか、定期訪問などのフォローアッ
プを実施する。

【これまでと事業実施後の比較】

対応窓口 町の担当部署
◦地域包括支援センターらんらん（柏寿台１番地）
　☎６７－７０９０、FAX６７－７６４０

保健センター内高齢者福祉課
☎３２－４５６７、FAX３２－４５７６

◦地域包括支援センターほほえみ（共栄台西１２丁目７番地７）
　☎３２－５１５１、FAX３０－１１２２

◦地域包括支援センターロータス音更（中鈴蘭元町２番地９）
　☎６７－７８６３、FAX６７－７８６２

◦子育て世代包括支援センターすくすく（新通８丁目５番地）
　☎４２－６２００、FAX４２－２７１３

保健センター内保健課
☎４２－２７１２、FAX４２－２７１３

◦障がい者基幹相談支援センター（元町２番地）
　☎４２－２１１１、FAX４２－５１６０

役場福祉課障がい福祉係
（内線５１４）、FAX４２－５１６０

◦せいかつ相談窓口（元町２番地）
　☎４２－２１１１、FAX４２－５１６０

役場福祉課福祉係
（内線５２２）、FAX４２－５１６０

【対応窓口】

♦音更町重層的支援体制整備事業実施計画
　事業の実施に当たって、音更町重層的支援体制整備事業実施計画を策定します。
　実施計画には、町の基本方針や事業の実施体制を記載しています。実施計画は3月3０日からホームページに掲載す
るほか、福祉課窓口に備える予定です。
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第
５
期
総
合
計
画
を

振
り
返
る

　
町
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
第
６
期
総
合
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
第
５
期
音
更
町
総
合
計
画
（
平
成
２３
年
度

～
令
和
２
年
度
）
の
最
終
年
で
あ
る
令
和
２
年
度
の
評
価
を
取
り
ま
と
め

た
こ
と
か
ら
、
全
体
の
評
価
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
第
５
期
総
合
計
画
で
は
、
計
画

（
Ｐ
）
を
立
て
、
実
行
（
Ｄ
）
し
、

そ
の
結
果
を
評
価
（
Ｃ
）
し
て
、

計
画
の
改
善
を
図
っ
て
さ
ら
に
実

行
（
Ａ
）
す
る
と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
よ
る
進
行
管
理
を
行

い
、
効
果
的
に
計
画
が
進
む
よ
う

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
こ
の
サ
イ
ク
ル
の
評
価

（
Ｃ
）
に
当
た
る
部
分
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
計
画
の
全
体
は
、
５
つ
の
章
か

ら
な
り
（
基
本
目
標
）、
各
章
は

複
数
の
節
、
分
野
、
施
策
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
施
策
が
最
小
の

評
価
単
位
で
す
が
、
各
施
策
に
は

複
数
の
事
務
事
業
や
関
連
す
る
取

り
組
み
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
総
合

的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
１
つ
の
施

策
の
評
価
と
な
り
ま
す
。
施
策
の

評
価
は
５
段
階
で
、
そ
の
基
準
は

表
２
の
と
お
り
で
す
。

　
評
価
す
べ
き
施
策
は
全
部
で
１

３
５
（
平
成
23
年
度
）
個
あ
り
ま

す
が
、
全
て
の
施
策
評
価
を
も
と

に
、
分
野
、
節
、
章
（
基
本
目

標
）
へ
と
統
合
し
て
い
き
、
最
終

的
に
年
度
別
の
計
画
全
体
の
評
価

を
行
っ
て
い
ま
す
。
評
価
の
結
果

は
表
１
、
達
成
状
況
の
評
価
は
表

３
の
と
お
り
で
す
。
全
期
間
を
通

じ
て
、
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
に

推
進
さ
れ
ま
し
た
が
、
令
和
元
年

度
お
よ
び
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
計
画
ど
お
り
進
め
ら
れ
な
か

っ
た
施
策
が
生
じ
、
計
画
全
体
の

評
価
が
Ａ
か
ら
Ｂ
に
な
り
ま
し
た
。

第
５
期
総
合
計
画
の
期
間
内
の
主

な
取
り
組
み
は
、
表
４
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
評
価
の
詳
細
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
音
更
町
総
合

計
画
推
進
委
員
会
」
の
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

合
先
　
役
場
企
画
課
企
画
調
整

係
（
内
線
２
１
３
）

【表１　第５期音更町総合計画に係る推進管理評価結果　章別・節別の評価の推移】

前期計画　評価 後期計画　評価

章 節 �分野 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２
�第１章　元気あふれる産業のまち 基本目標１

第１節　農林業の振興（３分野１０施策） Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

第２節　�商工業、観光の振興（３分野７施策） Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ

第３節　�連携による産業の振興（１分野２施策） Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

第４節　�消費者、勤労者の保護（２分野４施策） Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

第１章の推進状況（４節９分野２３施策） Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
�第２章　住み良さと自然が共生するまち 基本目標２

第１節　環境との共生（３分野９施策） Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ

第２節　便利で安全な生活環境（４分野１１施策） Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

第３節　快適な生活基盤（８分野２２施策） Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

第２章の推進状況（３節１５分野４２施策） Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
�第３章　心豊かな人を育むまち 基本目標３

第１節　子どもの教育（４分野９施策） Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

第２節　生涯学習（４分野１０施策） Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

第３章の推進状況（２節８分野１９施策） Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ
�第４章　いつまでも健やかに、安心して暮らせるまち 基本目標４

第１節　心身の健康（３分野１１施策） Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ

第２節　社会福祉（７分野１９施策） Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

第４章の推進状況（２節１０分野３０施策） Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ
�第５章　町民の力で動く、協働のまち 基本目標５

第１節　�交流や連携、町民参加の推進（４分野１０施策） Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ

第２節　行財政運営の推進（４分野１１施策） Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

第５章の推進状況（２節８分野２１施策）� Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ

全体の推進状況（５章５０分野１３５施策） Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ
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【表２　施策の評価基準（５段階）】

５ 指標の推移等も踏まえ、施策に向けて、事務事業や関連する取り組みが「順調に進んでる」

４ 施策に向けて、「ある程度進んでいる」

３ 施策に向けて、事務事業や関連する取り組みが「あまり進んでいない」

２ 施策に向けて、事務事業や関連する取り組みが「進み始めたばかりである」

１「未着手」

施策の
評価の平均 達成状況の評価

４．５０～５．００ Ａ　計画どおり進んでいる

４．００～４．４９ Ｂ　おおむね計画どおり進んでいる

３．００～３．９９ Ｃ　計画を下回っている

０．００～２．９９ Ｄ　大幅に計画を下回っている

【表３　節・章・計画全体の達成状況の評価】

【表４　計画期間内に取り組んだこと（主なもの）】

主な取り組み

基
本
目
標
１

ＩＣ工業団地への企業誘致（令和２年度末の立地件数は３５件）

ガーデンスパ十勝川温泉への建設補助（平成２８年度）…写真①

新型コロナウイルス感染症による影響を受けた事業者等への支援・助成事業のための取り組み（令和元年度～）

消費生活センターの開設日、開設時間を延長し、専門相談員を３人体制とし、消費生活相談体制の充実

基
本
目
標
２

農村地域乗合タクシーの本運行で町内公共交通空白地域の解消（令和元年度）

道東自動車道の新規事業箇所として（仮称）長流枝スマートインターチェンジが採択（令和２年度）

公園整備・再整備（平成２５年度�西駒公園、平成２８年度�青葉公園、平成３０年度�十勝が丘公園）

火葬場の改築（平成２５年度）…写真②

公営住宅の老朽化対策（梢団地の建替え完了（平成２８年度）、柳町団地の建替え開始（平成２９年度））

基
本
目
標
３

音更中学校の改築（平成２５年度）…写真③、木野東小学校大規模改修（平成３０年度）、柳町小学校大規模改修着手（令和元年度）

学習支援員、臨時教諭、英語指導助手、スクールソーシャルワーカーの配置

小中学校の通信ネットワークの整備とタブレット端末の導入（令和２年度）

スポーツ環境の充実のため、ひばりが丘緑地にサッカー場を整備（平成２９年度）…写真④

史跡・文化財の標柱・案内板の整備（平成２４～２６年度）

基
本
目
標
４

子育て世代包括支援センター設置（平成２９年度）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のための取り組み（令和元年度～）

人間ドック助成実施（平成３０年度～）

町内４カ所目の子育て支援センターの開設（平成２８年度）

学童保育所の受入対象学年を小学校６年生に引き上げ（令和元年度）

基
本
目
標
５

町の魅力発信のためふるさと納税の謝礼品贈呈（令和２年度寄付額５億４，８００万円）

町民参加のまちづくりの推進としてタウンミーティングを開催（平成２９年度～）…写真⑤

窓口業務の時間延長、臨時窓口の開設、ワンストップ窓口の実施

役場庁舎の耐震化及び増築工事完了（令和２年度）…写真⑥

① ② ③

④ ⑤ ⑥
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お
と
ふ
け
障
が
い
福
祉
総
合
プ
ラ
ン

２
０
２
１
の
中
間
評
価
を
公
表
し
ま
す

計
画
の
目
的

　
「
お
と
ふ
け
障
が
い
福
祉
総
合

プ
ラ
ン
２
０
２
１
」
は
、「
音
更

町
障
が
い
者
基
本
計
画
」、「
第
６

期
音
更
町
障
が
い
福
祉
計
画
」
と

「
第
２
期
音
更
町
障
が
い
児
福
祉

計
画
」
で
定
め
る
べ
き
事
項
を
包

括
し
た
計
画
で
す
。

　
基
本
目
標
で
あ
る
「
障
が
い
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
あ
た
り
前
に

生
活
で
き
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
お
よ

び
相
談
支
援
の
提
供
体
制
の
確
保

に
関
す
る
数
値
目
標
や
目
指
す
姿

を
設
定
し
て
お
り
、
町
の
障
が
い

福
祉
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
の
が
目
的
で
す
。

　
町
は
、「
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
あ
た
り
前
に
生
活
で
き
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、「
お
と
ふ
け

障
が
い
福
祉
総
合
プ
ラ
ン
２
０
２
１
」
に
障
が
い
福
祉
施
策
を
総
合
的
に
定
め
、取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
お
と
ふ
け
障
が
い
福
祉
総
合
プ
ラ
ン
２
０
２
１
の
中
間
評
価
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

計
画
の
位
置
付
け

　
こ
の
計
画
は
、
町
の
ま
ち
づ
く

り
全
分
野
に
わ
た
る
目
指
す
べ
き

方
向
性
と
施
策
な
ど
を
定
め
た
第

６
期
音
更
町
総
合
計
画
の
部
門
別

計
画
の
一
つ
で
す
。

　
障
が
い
福
祉
施
策
を
体
系
化
し
、

基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
「
基
本

計
画
」
と
、
基
本
計
画
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
の
方
向
を
定
め
る

「
実
施
計
画
」
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

計
画
期
間

　
基
本
計
画
の
計
画
期
間
は
、
令

和
３
年
度
か
ら
令
和
１１
年
度
ま
で

の
９
年
間
で
す
。

　
実
施
計
画
の
計
画
期
間
は
、
前

期
実
施
計
画
を
令
和
３
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
ま
で
、
中
期
実
施
計

画
を
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年

度
ま
で
、
後
期
実
施
計
画
を
令
和

９
年
度
か
ら
令
和
１１
年
度
ま
で
の

そ
れ
ぞ
れ
３
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

施
策
の
体
系

施
策
の
体
系

　

基
本
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、

５
つ
の
基
本
方
針
、
３
つ
の
施
策

の
区
分
、
１3
の
施
策
の
方
向
、
７９

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
定
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
指
針
に
基
づ
き
設

定
し
た
数
値
目
標
も
定
め
て
い
ま

す
。

計
画
の
推
進
管
理

計
画
の
推
進
管
理

　
計
画
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
、

当
事
者
や
学
識
経
験
者
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
音
更
町
障
が
い
福
祉
計

画
等
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
計

画
期
間
中
も
継
続
的
に
成
果
目
標

な
ど
の
実
績
を
把
握
し
て
、
分

析
・
評
価
（
中
間
評
価
）
を
行
い

ま
す
。

委員会評価 Ｂ

評価根拠

現状分析

　具体的な取り組みの推進状況については、一部を除き、多くの施策におい
て目標どおり達成しているか、目標をおおむね達成しており、改善の余地は
大きいものの、おおむね順調に推移している。
　数値目標の進捗状況についても、同様であり、おおむね順調に推移している。

評価理由
　現状分析のとおり、具体的な取り組みの推進状況および数値目標の進捗状
況の両方について、改善の余地は大きいものの、計画の達成に向けておおむ
ね順調に推移していると判断した。

　
中
間
評
価
基
準
に
基
づ
く
令
和

３
年
度
の
中
間
評
価
は
、
左
表
の

と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

問�

合
先　
役
場
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係
（
内
線
５
１
４
）

【中間評価】

評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

基準
現在の取り組み状
況で、計画の達成
が見込まれる

おおむね計画の達
成が見込まれる
が、一部の施策に
ついては取り組み
方法に改善の余地
がある

計画の達成のため
に、施策の取り組
み方法を全般的に
改善すべきである

計画の達成のため
に、施策全体の見
直しや推進体制の
改善が必要

計画自体の見直し
が必要

【評価基準】

新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、記載内容が変更・中止となる場合があります。 2022.4 １6



環 境 通 信
住宅用太陽光発電システム設置補助住宅用太陽光発電システム設置補助

安全運転を心がけましょう安全運転を心がけましょう
ごみサポート事業・クリーン作戦ごみサポート事業・クリーン作戦
鳥インフルエンザまん延防止鳥インフルエンザまん延防止

　4月6日㈬～4月１５日㈮は春の全国交通安全運
動期間、4月１０日㈰は「交通事故死ゼロを目指す日」
です。悲惨な交通事故をなくすため、次のことに注
意しましょう。
◦子どもと高齢者を交通事故から守りましょう。
◦夕暮れ時や夜間には、夜光反射材を着用しましょう。
◦�自転車は点検してから、交通ルールとマナーを守

って運転しましょう。
◦�シートベルトとチャイルドシートは全席必ず着用

しましょう。
◦�速度の出し過ぎに注意し、ゆずり合いの心を持っ

て運転しましょう。
◦�飲酒運転は絶対に止めましょう（しない、させな

い、許さない）。

安全運転を心がけましょう

役場環境生活課環境生活係
（内線５６２）、同課地域安全係
（内線５６５）

問合先

町は、環境に優しい持続可能な地域社会をつく
るため、住宅用太陽光発電システムの設置に対し、
費用の一部を補助します。

▽ �補助金の額　補助対象経費の3分の１（上限１０万円）

▽ �補助の要件　町内の住宅に太陽光発電システムを
新たに設置する人で、電力会社と電灯契約を結ぶ
ことなど

▽ �申請期限　令和５年2月2８日㈫
※ 詳しい条件などは町ホームページをご覧いただく

か、お問い合わせください。

住宅用太陽光発電システムの設置に補助します

　鳥インフルエンザウイルスは通常、人には感染し
ないと考えられていますが、まん延を防ぐため次の
ことに注意してください。
① 死んでいたり弱っている野鳥を見つけた場合は、

近づかずに役場環境生活課に連絡してください。
② 野鳥のふんが靴の裏や車両に付くことで、鳥イン

フルエンザウイルスが他の地域へ運ばれ、感染が
拡大する恐れがあります。野鳥
の生息地には近づかないでくだ
さい。

③ 野鳥の餌付けは絶対にやめてく
ださい。

鳥インフルエンザまん延防止にご協力ください

　町は、高齢者や障がい者のごみ出しの負担を軽減
するため、自宅から直接ごみを収集する「ごみサポ
ート収集事業」を行っています。

▽ �対象者　「要支援または要介護認定を受けている」
「身体障がい者手帳１級または2級の交付を受け
ている」などの要件に該当する人

▽ �申込方法　電話または役場環境生活課の窓口で申
し込んでください。

ごみサポート事業をご利用ください

　町とクリーンタウン音更の会は、５月１4日㈯を
「一斉クリーンアップの日」として町内一斉にごみ
拾いを行います（雨天時は５月2１日㈯に延期）。
　町内会や団体、個人を問わず、たくさんの参加協
力をお願いします。

まちをきれいに春のクリーン作戦

新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、記載内容が変更・中止となる場合があります。2022.4１７


